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ロックが 1660 年から 1662 年頃に執筆した論文である。この論文は、エドワード・バグショー（Edward 
Bagshaw, 1629-1671）『宗教的礼拝における無規定中立事項に関する大問題』への直接的反論を意図した「第
一論文」と、それをより理論化したとされる「第二論文」から成る。「第一論文」は英語で、「第二論文」は
ラテン語でそれぞれ書かれ、エイブラムスが Two Tracts on Governmentとして出版した（1967年）4。邦
訳は、友岡敏明による『世俗権力二論：政治と宗教の関係』（1976年）5がある。 
他方、ロックの代表的著作のひとつである『統治二論』（Two Treatises of Government, 1690）は、王位


















































































































































だからである。（TRG pp. 187/212〔邦訳〕125頁） 
 














て、彼ら〔被治者〕に公共の善を導く（conducting to the good of the public）と判断するに応じて、















TRG pp. 159-160〔邦訳〕90-91頁）。そこで、「公共善」と並んで「公共の平穏（public quiet）への配慮」
（TRG p. 145〔邦訳〕65頁）もまた、統治の目的として重視されたのである。それゆえ、ロックは『世俗権
力二論』において、統治者が儀式や礼拝などの外面的行為を強制し得るひとつの理由として「彼ら〔信仰告
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1 本稿で用いたテクストは、John Locke, Two Tracts on Government, ed. Philip Abrams (Cambridge: 




2 本稿で用いたテクストは、John Locke, Two Treatises of Government, 2nd ed. Peter Laslett (Cambridge: 
Cambridge University Press, 1988) である。引用や参照に際しては、書名を「TT」と略記し、前篇と後
篇の別を記したうえで、節番号を記す。引用箇所の訳出は原則として筆者によるが、以下の邦訳を参考に
している。『統治二論』加藤節訳（岩波書店、2007年）、『全訳統治論』伊藤宏之訳（柏書房、1997年）。 








6 フィルマー『パトリアーカ』については、Robert Filmer, Patriarch and Other Writings, ed. Johann P. 











ホッブズのそれを借用していると言う。Maurice Cranston, John Locke: A Biography (New York: Oxford 






13 一例を挙げるなら、Richard Ashcraft, Revolutionary Politics & Locke’s Two Treatises of Government 
 
 
84  ロックおよびホッブズにおける統治の目的——全体の秩序と個人の権利—— 
 
(Princeton: Princeton University Press, 1986). 
14 『世俗権力二論』の編者エイブラムスは、ホッブズの「自己保存」と、スコラ的形而上学の概念である










できる」と言い、統治権力の幅広い行使を擁護している（TRG pp. 200-201/230-231〔邦訳 153-155頁〕）。 
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(Cambridge: Cambridge University Press, 1996) である。引用や参照に際しては、書名を「LEV」と略
記し、巻、章、段落を記す。引用箇所の訳出は原則として筆者によるが、以下の邦訳を参考にしている。
トマス・ホッブズ『リヴァイアサン』第一巻～第四巻、水田洋訳（岩波書店、1992年）。 







分自身を保全する義務の絶対性を認めない解釈もある。A. John Simmons, The Lockean Theory of Rights 





『人間知性論』（本稿では、John Locke, An Essay concerning Human Understanding, ed. Peter H. 































ぎないという、ロックの心理学的洞察を反映したものだという。Robert P. Kraynak, ‘John Locke: From 
Absolutism to Toleration,’ The American Political Science Review, Vol. 74 No. 1 (1980), pp. 53-69 (esp. 






































う。 Kraynak (1980) p. 57を参照。 
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